様式第７
	体験の機会の場の認定事業　状況報告書
整 理 番 号

年 　月 　日

宮城県知事 殿
氏名

申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所

環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律第20条の４の規定により，次のとおり報告します。
体験の機会の場の名称及び

所在地

認定事業の実施期間
添付書類

１　認定に係る体験の機会の場で行う事業の実施状況

２（１）に係る収支状況
３　その他事業に関する資料




備考

１　申請者が法人その他の団体の場合にあっては，「氏名」については，法人その他の団体の名称及び代表者の氏名を記載し，「住所」については，主たる事務所の所在地を記載すること。
２　前年度における認定に係る体験の機会の場で行う事業が年度を超えて行われる場合等，年度ごとの実施の状況及び収支決算の報告が困難であるときは，それぞれの事業に応じた期間における実施の状況及び収支決算を報告すること。
３　用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とすること。
 　
　
参考様式（事業報告書）

	（１）前年度における認定に係る体験の機会の場で行う事業の実施状況
体験の機会の場の名称
	

	事業名
	

	事業の内容
	

	実施の目的
	

	実施の期間
	

	実施の回数
	

	参加に要する費用
	

	参加者数
	

	参加者又は実施者の生命又は身体について被害が発生した事故の有無並びに当該事故があるときはその内容及び再発を防止するために講じた措置
	


　
（２）（１）の事業に係る収支決算

【収入】

	科目
	予算額
	決算額
	比較増減
	備考

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


【支出】

	科目
	予算額
	決算額
	比較増減
	備考

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


１　各欄は必要に応じて適宜大きさを変えて差し支えないこと。

２　事業内容の分かる写真，パンフレット，チラシ等関係資料を添付すること。

３　収支決算についてはなるべく具体的に記述し，必要に応じて詳細の分かる資料を添付すること。
 　　
　　

